
202５年７月１８日 

 学校図書館カフェ事業報告書 
  

 学校図書館を考える会・おかやま 

企画の目的 

 学校図書館を考える会・おかやまでは、子どもたちの深い学びを支える学校図書館の充実を願って活動し

ている。学校図書館カフェを、岡山市教育委員会後援とともに「文学創造都市おかやま」の参加事業として

位置付けさせていただき、昨年度から３回にわたり開催してきた。市民や議員、教職員、子どもなどが集い、

読書や授業支援、タブレット活用を中心に学校図書館の在り方について語り合うことができた。そうした学

校図書館・学校司書の働きをもっと伝えてほしいとの要望が多く出た。 

 そこで下記の通り、学校図書館について市民協働で自由に語り合えるカフェを引き続き開催した。学校図

書館の取り組みと子どもの育ちについてレポートと意見交流を行い、そして、子どもたちや地域の願いを受

け止め応えることができる学校図書館活動や、学校図書館の充実をめざしていきたいと考えて企画したも

のである。また、学校図書館カフェの開催により、文学に関心をよせ大切にするきっかけづくりや、文学創造

都市への土壌づくりにもなることと考えている。  

 

企画概要 

○日時：２０２５年６月２２日（日） １０：００～１２：００ 

     

○場所：岡山県立図書館 サークル活動室 

 

○内容  

あいさつ  学校図書館を考える会・おかやま代表 絹川利恵子 

岡山市の学校図書館について報告（岡山市立香和中学校 学校司書 佐久間志帆） 

 

   ミニレポート① 岡山市立政田小学校 学校司書 松本麻里さん  

「授業への資料提供や日常活動で子どもの読書活動を応援する」 

       教科書に掲載の図書について、子どもたち自身が意欲的に読んでいくことができる紹介などを

行い、創意工夫ある授業支援への支援をする。地域情報や地域について調べた子どもたちの学

習の成果物を学校図書館で収集・保存して、次学年の子どもたちへ提供していくと、多分野の教

科学習に地域資料が生きてくる。Chromebook を活用して調べる学習で、参考になるサイト集を

学校図書館から案内し、リーディングトラッカーなど、どの子も学習・読書がしやすい手だてに取り

組む。この他、図書委員会で、Chromebook を活用しておすすめの本を紹介することで、より意欲

的に活動ができる事例を紹介。 また、岡山市学校司書有志によるおすすめブックリスト「この本、

読んでみん？」１０巻目発行で、専門性を高める取り組みの報告、他。 

ミニレポート② 岡山市立中山中学校 学校司書  岡真智子さん  

 「委員会活動と情報の活用力を育てる取り組み」 

       岡山市どろんこ教育賞を受賞した図書委員会活動の報告（夏休みに中学校区４小学校の学校

図書館を図書委員会の生徒が巡回し出前お話会を開催）。中学生の主体的な地域連携の活動

であり、中学生と児童の本を介した交流が育ち合いの機会となっている。 

情報との付き合い方について、ファクトチェックを学校司書からワークショップで紹介。他に、

Chromebook、図書館だよりなども活用し、子どもたちの情報の活用・入力について立ち止まって



考えることの重要性を配信している。 

  

  フリートーク 

     「Chromebook の取り組みやファクトチェック、デジタルシティズンシップについて学びたい」など、レ

ポートを詳しく知りたい、参考にしたいという声が多く上がった。「学校司書の研修について、月１回

の研修や研修集録などにまとめていることを知り、研鑚していることを知った」など、学校司書の仕

事への意見も出ていた。「学校図書館が地域と連携した取り組みをしていることがいい。」「身近に

本がありいつも子どもと本をつなぐ大人がいる岡山市であってほしい」「すべての子どもたちの読書、

情報を読む力の支援に引き続き取り組んでほしい」など、学校図書館の充実にむけた質問や情報

交流が活発に行われた。 

成果 

     ・学校図書館カフェが４回目となり、継続してきたことから、多様な分野の方（市民、教職員、研究者、

学生、市外の市民、書店）の参加があり、学校図書館と子どもの育ち、まちづくりについて学習・交流

ができている。参加者は５３名であった。 

     ・学校図書館の役割や学校司書の取り組みについて、現在の活動を共有できた。とりわけ、子どもと

本をつなぐ活動や情報との付き合い方、デジタルシティズンシップについて、引き続き学びたいとの

声が多く出た。 

     ・子どもたちの Chromebook の活用や情報との付き合い方、読書支援の事例から学ぶとともに、市

民と交流することで、学校司書の研修の機会となっており、学校図書館活動の充実をすすめることが

できる。 

 

 

課題 

     ・会場の関係で音声が聞きづらい場所があったので、今後修正していきたい。 

     ・多様な分野からの参加者があったが、学校図書館を活用する子どもの保護者などの参加も増やし、

さらに学校図書館への要望を受け止め学校図書館を充実させたい。 

 

○参加費について  無料 

 

 ○主催   学校図書館を考える会・おかやま 

   

  


